
平成19年（2007年）4月1日広 報 え び な第866号（ ）3 

4 20 18 20

4 21

10 12

13 30
15 30

19 21

4 22 19 21

4 27 19 21

4 28 19 21

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
19
年
度
か
ら
助
役

・
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

海
老
名
市
で
は
副
市
長
2
名

体
制
に
な
り
ま
す
。

　

副
市
長
制
で
は
、
市
長
の

権
限
の
一
部
を
副
市
長
に
委

任
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市

長
は
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、 

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ

り
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

内
部
事
務
の
一
部
を
副
市

長
に
委
任
す
る
こ
と
で
、

﹁
現
地
･
現
場
主
義
﹂
を
よ

り
重
視
し
た
積
極
的
な
行
政

運
営
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
も
今
ま
で
以
上
に
外
に

出
か
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
し
っ
か
り
と
市
政
に
反
映

さ
せ
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
市
政
を
展
開
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
19
年
度
予
算
も
議

会
の
ご
決
定
を
い
た
だ
き
、

新
年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

年
度
テ
ー
マ
で
あ
る
﹁
子

ど
も
の
年
﹂
の
事
業
と
し
て

は
、
通
学
路
の
安
全
対
策
の

た
め
の
道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装

や
、
市
内
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

先
日
、
小
学
生
に
こ
の
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
小
学

生
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に

伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ＣＯ2

が
心

配
だ
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
。
エ
ア
コ
ン
設
置
と
い
う

身
近
な
問
題
を
環
境
問
題
に

結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
小

学
生
が
い
る
こ
と
に
感
心

し
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
機
器
の
設

置
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏

場
の
教
室
の
温
度
が
38
度
に

も
達
す
る
こ
と
や
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
危
険
性
を
考
慮

し
、導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

窓
を
閉
め
切
る
た
め
砂
ぼ

こ
り
が
防
げ
る
こ
と
や
除
湿

が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
、
教
室
の
環
境
が
良

く
な
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

学
力
の
向
上
に
役
立
つ
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な

体
制
で
、
年
度
テ
ー
マ
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
事
業

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

市
長　

内
野　

優

１９
年
度
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タ
ー
ト
へ
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市
で
は
、
新
し
い
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
、

の
と
お
り
地
域
部
会

︵
最
終
回
︶を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
7
月
か

ら
、
地
域
や
市
全
体
に
お

け
る
課
題
や
対
応
、
将
来

像
な
ど
に
つ
い
て
重
ね
て

き
た
議
論
を
整
理
し
、
提

言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め

ま
す
。

　

こ
の
提
言
書
は
、
市
長

へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

第
四
次
総
合
計
画
へ
の
適

切
な
位
置
付
け
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問　

企
画
政
策
課
︵
電

235
・
4
6
3
4
︶。

　 ▽ 対象　市内在住・在勤・在学の青少年の方
　申　往復はがき（1人1枚のみ）に、希望する教室（1教室のみ）・住所
・氏名（ふりがな）・学校・学年・職業・年齢・電話番号・応募の動機
を明記の上、〒243-0421さつき町51青少年会館へ。4月14日土消印有
効。※応募多数の場合抽選。
　問 同館（電231・9787＝月休館）。
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　 ▽ 対象　市内在住・在勤・在学の方　 ▽ 受講料　無料。ただし、
教材費などは自己負担。※託児を希望される方は、お申し出を。
　申　4月12日木必着で往復はがきに希望する科目番号・科目名・
住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入の上、〒243－0434
上郷476－2中央公民館へ。　※往復はがき1枚につき1科目。応募多
数の場合抽選。結果は返信はがきで通知します。
　問　同館（☎231・9702＝火休館）。

便利です！「えびな安全・安心メールサービス」
登録は ebn-i@posh.jpあて空メールを送信。詳しくは、市ホームページまたは市生活安全課へ

海老名市第四次総合計画地域部会(最終回)の開催

青少年会館主催講座《第 1期》受講生募集

《前期》公民館講座・市民教養大学 受講生募集


